
                     

を
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
ふ
る
さ
と
の
花
や
風
景
、
郷
土
に
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
「
ふ

る
さ
と
雛
」
も
。「
神
奈
川
県
　
ふ
る

さ
と
雛
」
に
は
、
神
奈
川
県
の
花
ヤ
マ

ユ
リ
、
川
崎
市
の
花
ツ
ツ
ジ
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

◇

　
卓
越
し
た
技
術
を
駆
使
し
て
作
ら
れ

た
同
店
の
ひ
な
人
形
を
、
ぜ
ひ
、
実
際

に
店
内
で
見
て
確
か
め
て
み
て
は
。

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
。
５
月
５
日

（
金
・
祝
）
ま
で
無
休
。

　
川
崎
区
新
川
通
３
の
10
（
駐
車
場
あ

り
）

☎
０
４
４
（
２
２
２
）
４
８
３
５

■
生
活
空
間
に
も
調
和
す
る
シ
ン
プ
ル

な
「
令
和
逸
品
飾
り
」

　
店
内
の
人
形
は
全
て
熟
練
し
た
職
人

に
よ
る
手
作
り
品
。
市
内
最
高
峰
の
も

の
づ
く
り
の
匠
「
か
わ
さ
き
マ
イ
ス
タ

ー
」
で
も
あ
る
３
代
目
の
人
形
師
、
小

林
誠
代
表
が
子
ど
も
を
中
心

に
考
え
た
ひ
な
人
形
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

　「
令
和
逸
品
飾
り
」
は
、

ひ
な
壇
や
金
屏
風
を
置
か

ず
、
シ
ン
プ
ル
に
お
ひ
な
さ

ま
と
ぼ
ん
ぼ
り
や
小
さ
な
花

器
の
み
を
飾
る
ス
タ
イ
ル
。

２
、
３
歳
の
子
ど
も
で
も
手

に
取
れ
る
重
さ
と
品
数
の
少

な
さ
に
こ
だ
わ
り
、
親
子
で

の
飾
り
付
け
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
花
器
に
は
子

ど
も
が「
私
の
お
ひ
な
さ
ま
」

の
た
め
に
摘
ん
だ
草
花
を
飾

り
ま
す
。
収
納
も
コ
ン
パ
ク

ト
。親
に
も
優
し
い
で
す
ね
。

■
子
ど
も
を
中
心
に
考
え
た

お
節
句
を

　
子
ど
も
に
災
い
が
降
り
か

か
ら
ず
健
や
か
な
成
長
を
願

う
気
持
ち
を
込
め
て
飾
る
ひ

な
人
形
。高
価
な
品
な
の
で
親
が
飾
る
、

と
い
う
家
庭
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
本
来
、
お
節
句
は
子
ど
も
が
主
役
。

そ
こ
で
同
店
で
は
〝
子
ど
も
を
中
心
に

考
え
た
お
節
句
〞
と
し
て
、
子
ど
も
自

身
が
飾
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

小
林
さ
ん
は
「
自
分
で
飾
る
こ
と
で
達

成
感
が
味
わ
え
ま
す
。
周
り
の
大
人
に

ほ
め
ら
れ
る
こ
と
が
自
信
に
つ
な
が

り
、
お
子
さ
ん
も
ひ
な
人
形
に
、
さ
ら

に
愛
着
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
で
は
」。

　
飾
る
前
に
は
き
れ
い
に
手
を
洗
う
、

丁
寧
に
扱
う
、
整
理
整
頓
を
し
て
片
づ

け
る
、
と
い
っ
た
一
連
の
流
れ
も
教
え

る
こ
と
で
、
お
節
句
を
通
し
て
基
本
的

な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る
〝
心
の
教

育
〞
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
無
地
の
衣
装
に
全
て
手
描
き
を
す
る

「
手
描
彩
色
雛
」

　
数
あ
る
ひ
な
人
形
の
中
で
も
、
衣
装

に
直
接
手
描
き
で
絵
付
け
し
た
「
手て

描が
き

彩さ
い

色し
き

雛び
な

」
は
、
ひ
と
き
わ
目
を
引
き
ま

す
。日
本
で
唯
一
の
節
句
人
形
彩
色
師
、

竹
垣
諒
さ
ん
の
作
品
。
無
地
の
衣
装
に

全
て
手
描
き
で
彩
色
し
て
い
る
た
め
、

見
た
時
に
一
番
美
し
い
場
所
に
絵
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
絵
柄
は
花
や
草
木
、
鳥
、
風
景
な
ど
、

子
ど
も
が
生
活
し
て
い
る
中
で
自
然
に

見
ら
れ
る
も
の
な
の
で
、
お
ひ
な
さ
ま

川崎や神奈川の花を描いた総手描彩色「ふるさと」

「五人飾（写真左上）も
この桐箱に収納できます」

と小林さん

　1月28日（土）と29日（日）
の午前10時から午後５時
まで、手描彩色師による
絵付け実演会を開催。29
日までに購入すると、ひ
な人形にお子さんの名前
と誕生月の花の絵柄を入
れる特典があります。

絵付け実演会で
お子さんの
名入れを実施

店内の様子

　今年で創業100周年を迎える老舗人形店「人形工房はやしや」

（川崎区新川通）。毎年この時期は、春を感じさせる、華やか

なひな人形が店内に彩りを添えています。

生活空間に調和する「令和逸品飾り」
（夢香雛　芥子総手描「永遠に咲き誇る花」五人飾）無地の衣装に直接手描き

創業100周年の
老舗人形店が提案する
ひな人形「令和逸品飾り」
子どもが自ら飾ることで、達成感や自信が持てるように
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山
根
工
務
店
が
向
ケ
丘
遊
園
駅

近
く
に
、
重
厚
感
漂
う
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
の
３
階
建
て
賃
貸
マ

ン
シ
ョ
ン
「
Ｃ
ｏ
ｕ
ｒ
ｔ
　
Ｌ
ａ

ｎ
ｅ
（
コ
ー
ト
レ
ー
ン
）」
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　
間
取
り
は
８
畳
以
上
の
１
Ｋ

（
９
戸
）
と
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
６
戸
）

の
２
種
類
あ
り
生
活
ス
タ
イ
ル
に

応
じ
て
選
べ
ま
す
。
オ
ー
ト
ロ
ッ

ク
、
防
犯
カ
メ
ラ
も
設
置
さ
れ
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
も
万
全
で
す
。

　
同
社
で
は
「
新
築
賃
貸
マ

ン
シ
ョ
ン
内
覧
会
」
を
２
月

17
日
（
金
）
と
18
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
に
開

催
し
ま
す
。
賃
貸
住
宅
を
建

て
家
賃
収
入
を
考
え
て
い
る

人
、
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
の
中

を
見
て
み
た
い
人
な
ど
は
、

多
摩
区
登
戸
２
５
３
５
の
１
（
小
田

急
・
向
ケ
丘
遊
園
駅
北
口
徒
歩
３
分
）

※
オ
ー
ケ
ー
登
戸
店
の
住
所
で
す

　 

０
４
４
（
２
４
４
）
４
８
２
９

山
根
工
務
店
「
Ｃ
ｏ
ｕ
ｒ
ｔ
　
Ｌ
ａ

ｎ
ｅ
内
覧
会
お
客
様
窓
口
」

Tel

住まい

こ
の
機
会
を
利
用
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。
　

　「
よ
ろ
ず
相
談
会
」（
予
約
優
先
）

も
同
時
開
催
し
ま
す
。

▽
建
物
が
老
朽
化
し
た
の
で
建
て

替
え
か
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
た
い

▽
マ
ン
シ
ョ
ン
や
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル

の
空
き
室
を
な
ん
と
か
し
た
い

▽
土
地
・
建
物
を
売
却
し
た
い

▽
相
続
に
つ
い
て
知
り
た
い

　
な
ど
の
相
談
を
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
受
け
付
け
ま
す
。
日
頃
の
悩
み

を
解
決
し
ま
せ
ん
か
。

※
内
覧
会
・
相
談
会
ど
ち
ら
も
参

加
無
料

山根工務店が新築賃貸
マンション内覧会を開催
2月17日（金）・18日（土）
向ケ丘遊園駅近くで

写真はイメージ

                     

　

５
カ
月
間
工
事
の
た
め
長
期
休

館
し
て
い
た
「
川
崎
市
岡
本
太
郎

美
術
館
」
が
２
月
１
日
（
水
）
に

再
開
し
ま
す
。

　
２
月
１
日
か
ら
４
月
16
日（
日
）

ま
で
、
常
設
展
「
岡
本
太
郎
と
に

ら
め
っ
こ
」
を
開
催
。
同
氏
の
作

品
は
１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら
顔

〝
顔
〟を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
展
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
川
崎
市
岡
本
太
郎
美
術
館

にらめっこ（1980 年）

の
モ
チ
ー
フ
が
増
え
、
身
の
回
り

の
物
、
椅
子
、
グ
ラ
ス
な
ど
に
も

目
、
鼻
、
口
を
表
し
、
あ
ら
ゆ
る

物
に
〝
生
命
〟
を
与
え
ま
し
た
。

多
摩
区
役
所
に
設
置
さ
れ
て
い
た

「
月
の
顔
」
も
含
め
、
岡
本
太
郎

が
描
い
た
多
く
の
〝
顔
〟
を
紹
介
。

　
観
覧
料
　
一
般
５
０
０
円
。
２

月
18
日
（
土
）
か
ら
の
企
画
展
期

間
中
は
セ
ッ
ト
で
７
０
０
円
。
そ

の
他
の
料
金
は
Ｈ
Ｐ
で
確
認
を

イベント

多
摩
区
枡
形
７
の
１
の
５
　
生
田
緑

地
内

　 

０
４
４
（
９
０
０
）
９
８
９
８

　 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
４
時
30
分
ま
で
）

　　 

月
曜
、
２
月
24
日
（
金
）、
３
月

22
日
（
水
）

Tel休

                     

　「
承
継
者
が
い
な
い
」「
自
分
の

代
で
先
祖
代
々
の
墓
を
し
ま
っ
て

子
孫
が
墓
を
守
る
負
担
を
な
く
し

た
い
」
と
い
う
理
由
で
墓
じ
ま
い

を
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。。
　

　
島
崎
行
政
書
士
事
務
所
（
川
崎

区
）
に
も
「
自
分
が
死
ん
だ
後
の

お
墓
を
ど
う
し
よ
う
」
と
い
う
相

談
を
す
る
人
が
来
る
そ
う
で
す
。

　
従
来
の
お
墓
を
選
択
し
な
い
場

合
、
海
洋
散
骨
、
合
祀（
ご
う
し
）

墓
じ
ま
い
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

島
崎
行
政
書
士
事
務
所

市内は出張料無料

墓
、
樹
木
葬
な
ど
の
選
択
が
あ
り

ま
す
。
　
　
　
　

　
遺
言
書
を
残
し
て
お
く
と
、
委

任
さ
れ
た
人
が
、
内
容
に
基
づ
い

て
墓
じ
ま
い
の
手
続
き
、
管
理
を

し
て
く
れ
ま
す
。
相
続
人
が
い
な

い
場
合
は
、
死
後
事
務
委
任
の
契

約
を
専
門
家
と
結
ん
で
お
く
と
、

も
し
も
の
場
合
、
委
任
し
た
人
に

手
続
き
の
代
行
を
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
同
事
務
所
は
他
士
業
と
も
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
全
て
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
行
え
ま
す
。
外
国
籍
の

人
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

川
崎
区
四
谷
上
町
16
の
21

　 

０
４
４(

２
７
７)

３
０
０
７

暮らし

Tel

                     

                     

　
地
域
の
事
業
主
ら
で
構
成
す

る
「
川
崎
マ
リ
ー
ン
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
」
は
、
創
立
30
周
年
の
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
だ
い
し

水
辺
の
楽が

っ
こ
う校
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
が

管
理
す
る
大
師
河
原
１
丁
目
公
園

（
川
崎
区
）に
桜
の
木
を
寄
付
し
ま

し
た
。桜
は
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
で
、

周
辺
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
よ
り
１
カ

月
ほ
ど
早
く
開
花
し
ま
す
。
今
年

大
師
河
原
１
丁
目
公
園
に
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ 

 

川
崎
マ
リ
ー
ン
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
寄
付

オオシマザクラに
プレートを付ける御幡会長

開
花
す
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、来
年
以
降
は
期
待
で
き
ま
す
。

　
１
月
20
日
に
行
わ
れ
た
贈
呈
式

で
御み

は

た幡
幸
男
会
長
は
「
近
隣
の

方
々
が
長
く
桜
を
楽
し
め
る
よ
う

に
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
を
選
ん
だ
。

元
気
な
大
輪
を
咲
か
せ
、
公
園
が

憩
い
の
場
と
し
て
愛
さ
れ
る
と
い

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
川
崎
マ
リ
ー
ン
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
は
１
９
９
３
年
の
創
立
以
来

さ
ま
ざ
ま
な
奉
仕
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
多
摩
川
を
観
察
す
る
だ

い
し
水
辺
の
楽
校
へ
は
10
年
前
か

ら
、
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
を
見

守
る
活
動
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

の
支
給
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ニュース
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サポーターからの
応援メッセージ

店内でフロンターレの
全試合を放送しています。
皆さまの憩いの場と
なれるよう、一生懸命
盛り上げてまいります！

炭ヤキほるもん フループ

サポーターの皆さん

川崎フロンターレ選手に届け!

                     

川崎モダニズム
建築散歩

⑧

　

洋
館
の
診
療
所
の
裏
に
庭
園
付

き
近
代
和
風
住
宅
が
併
設
す
る
当

時
の
医
院
住
宅
の
典
型
。
そ
の
中

で
も
質
の
高
い
建
築
で
す
。

　
現
在
は
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
。
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
手
が
け
た
イ
ン

テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
「
建
物
が

元
か
ら
持
つ
可
能
性
を
少
な
い
手

数
で
最
大
限
に
活
か
す
た
め
の
工

夫
を
し
た
」
と
語
る
よ
う
に
柱
な

ど
は
そ
の
ま
ま
。
モ
ダ
ン
の
香
り

高
い
内
部
が
、
オ
ー
ナ
ー
の
美
意

識
を
物
語
り
ま
す
。
入
り
口
を
入

る
と
右
が
待
合
室
、
左
が
受
付
だ

っ
た
様
子
も
う
か
が
え
ま
す
。
受

付
内
の
本
棚
、
蔵
書
も
当
時
の
も

の
だ
そ
う
で
す
。

※
受
付
の
許
可
を
得
れ
ば
内
部
見

学
可
。
混
ん
で
い
る
時
は
不
可

高津区下作延１の１の７

竣工　約100年前

nokuticaノクチカ

取
材
協
力
　
山
名
善
之（
東
京
理
科
大
建
築
学
科
教
授
）

オーナーの高い美意識が感じられます

内部は必見

当時はあこ
がれの洋館

                     

　
川
崎
日
航
ホ
テ
ル
で
は
福
岡
県

産
イ
チ
ゴ
〝
博
多
あ
ま
お
う
〟
を

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
楽
し
め
る

「
あ
ま
お
う
フ
ェ
ア
」
を
３
月


日
（
金
）
ま
で
開
催
中
。
１
階
ペ

ス
ト
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
に
は
「
博
多

あ
ま
お
う
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」（
２

「
博
多
あ
ま
お
う
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」

 

３
月
31
日
ま
で
川
崎
日
航
ホ
テ
ル
で

８
０
０
円
）
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
し
っ
と
り
ふ
わ
ふ
わ
の
ス
ポ
ン

ジ
生
地
に
巻
か
れ
て
い
る
の
は
、

北
海
道
産
フ
レ
ッ
シ
ュ
ク
リ
ー
ム

と
大
粒
で
果
汁
た
っ
ぷ
り
の
〝
あ

ま
お
う
〟。
イ
チ
ゴ
の
果
肉
た
っ

ぷ
り
の
生
ク
リ
ー
ム
を
表
面
に
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
、
春
の
訪
れ

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
、
季
節
限

定
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
で
す
。

　
サ
イ
ズ
は
長
さ
約

㌢
×
幅
８

㌢
×
高
さ
９
㌢
。
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ョ
ッ
プ
か
ら
も
予
約
可
能
で
す
。

「博多あまおうのロールケーキ」

スイーツ

　 

０
４
４
（
２
０
０
）
７
５
７
５

ペ
ス
ト
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ

　 

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

　 

第
３
火
曜

Tel休

                     

　
１
月

日
（
火
）
ま
で
、
Ｊ
Ｒ

川
崎
駅
前
の
「
川
崎
モ
ア
ー
ズ
」

で
毎
年
恒
例
の
「
有
名
人
慈
善
絵

馬
展
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
７
階
、
８
階
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

脇
に
展
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
歌

手
や
俳
優
、
漫
画
家
な
ど
各
界
の

著
名
人
か
ら
川
崎
区
宮
本
町
の
稲

毛
神
社
に
寄
せ
ら
れ
た
直
筆
の
絵

「
有
名
人
慈
善
絵
馬
展
」開
催
中

    

１
月
31
日
ま
で
川
崎
モ
ア
ー
ズ
で

有名人直筆の絵馬が約 280 点
並び、入札方式で購入できます

馬
約
２
８
０
点
。
元
日
か
ら
７
日

ま
で
同
神
社
の
境
内
に
飾
ら
れ
て

い
た
も
の
を
移
設
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
作
品
も
多

数
。
昨
シ
ー
ズ
ン
、
リ
ー
グ
３
連

覇
を
逃
し
た
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
川
崎

フ
ロ
ン
タ
ー
レ
か
ら
は
脇わ

き

坂ざ
か

泰や
す

斗と

選
手
が
「
優
勝
！
」、
橘

た
ち
ば
な
だ田

健け
ん

人と

選
手
は
「
奪
還
」
な
ど
今
季
へ
の

意
気
込
み
を
つ
づ
っ
て
い
ま
す
。

　
絵
馬
は
入
札
方
式
で
販
売
さ

れ
、
収
益
は
社
会
福
祉
事
業
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。
詳
細
は
右
下
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
の
公
式
Ｈ
Ｐ
で
。

イベント

　 

０
４
４
（
２
１
１
）
１
１
３
１

川
崎
モ
ア
ー
ズ
営
業
グ
ル
ー
プ

　 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

Tel

                     

　

川

崎

日

航

ホ

テ

ル

で

は
、

２
０
２
４
年
８
月
の
開
業

周
年

を
記
念
す
る
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
企

画
と
し
て
、
同
ホ
テ
ル
で
結
婚
式

を
挙
げ
た
二
人
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
「
ウ
エ
デ

ィ
ン
グ
同
窓
会
」
を
、
３
月

日

（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。
予
約
制
。

　
こ
れ
ま
で
に
同
ホ
テ
ル
で
挙
式

し
た
カ
ッ
プ
ル
は
約
２
万
組
。
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
同
窓
会
は
「
始
ま
り

の
場
所
で
あ
る
ホ
テ
ル
が
、
二
人

と
そ
の
家
族
の
思
い
出
に
残
る
、

　
パ
ー
テ
ィ
ー
は
午
後
１
時
～
３

時
。
着
席
ブ
ッ
フ
ェ
形
式
の
食
事

（
ア
ル
コ
ー
ル
含
む
フ
リ
ー
ド
リ

ン
ク
付
き
）
や
、
豪
華
景
品
が
当

た
る
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」、
キ

ッ
ズ
ス
イ
ー
ツ
作
り
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
テ
ー
ブ
ル
対
抗
ク
イ
ズ

も
。
料
金
は
大
人
５
０
０
０
円
、

中
高
生
３
０
０
０
円
、
小
学
生

２
０
０
０
円
、
未
就
学
児
無
料
。

予
約
は
電
話
、ホ
テ
ル
Ｈ
Ｐ
か
ら
。

　
１
９
６
４
年
開
業
の
旧
館
か
ら

現
在
の
新
館
ま
で
の
、
同
ホ
テ
ル

で
の
挙
式
・
披
露
宴
写
真
を
飾

る
「
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
も
準

備
中
で
、
展
示
写
真
を
２
月

日

（
月
）
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

３月12日（日）に初開催！
これまでに結婚式を挙げた
二人と家族の同窓会イベント
　                  川崎日航ホテル

イベント

ホテル開業の 1964 年に旧館で
開かれた実際の結婚式の様子

（提供写真）

い
つ
で
も
帰
っ

て
こ
ら
れ
る
場

所
で
あ
っ
て
ほ

し
い
」
と
の
思

い
か
ら
、
初
め

て
開
か
れ
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　 

０
４
４
（
２
４
４
）
４
４
４
１

川
崎
日
航
ホ
テ
ル
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
サ
ロ
ン

　 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

Tel

                                          

                     



                     

                     

                     

介
護
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
…

【
社
会
福
祉
法
人 

馬
島
福
祉
会
】

川
崎
区
日
ノ
出
２
の
７
の
１

介
護
老
人
福
祉
施
設
「
大
師
の
里
」
内

☎
０
４
４
（
２
８
０
）
０
７
１
７

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
恒
春
園
（
川
崎
区
小

川
町
10
の
10
）
介
護
士
の
本
嶋
敏
明
で
す
。
今

回
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
当
園
で
の
対
応
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
施
設
と
い
う
こ
と
も
あ
り
〝
１

ケ
ア
１
消
毒
〞、
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
は
大
前

提
と
し
て
、
定
時
に
手
す
り
や
テ
ー
ブ
ル
、
ド

ア
ノ
ブ
な
ど
不
特
定
多
数
の
方
が
触
る
箇
所
の

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
念
入
り
に
行
っ
て
い
ま

園
内
で
の
感
染
予
防
対
策

す
。
他
に
も
職

員
の
検
温
や
症

状
の
有
無
の
申

告
義
務
付
け
、

別
フ
ロ
ア
の
利

用
者
さ
ま
と
の
接
触
を
極
力
避
け
る
な
ど
、
感

染
発
生
・
拡
大
の
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
面
会
の
制
限
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

な
ど
、
利
用
者
さ
ま
も
こ
の
３
年
、
多
大
な
ご

不
便
ご
不
安
を
被
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
徐
々
に
面
会
制
限
緩
和
や
可
能
な
範
囲
で

の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
試
行
錯
誤
の
中
で
以

前
の
よ
う
な
生
活
を
少
し
ず
つ
取
り
戻
す
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　
三
が
日
も
新
年
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
さ
さ

や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
希
望
者
に
書
き
初
め
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
一
日
で
も
早
く
コ

ロ
ナ
が
収
束
し
、
感
染
に
対
す
る
不
安
や
制
限

に
よ
る
ス
ト
レ
ス
の
な
い
日
々
が
戻
っ
て
き
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

利
用
者
に
よ
る
書
き
初
め

                     

「
司
法
書
士
小
山
事
務
所
」

司
法
書
士
・
小
山
明
子

川
崎
区
宮
前
町
８
の


☎
０
４
４
（
２
１
１
）
２
８
１
１

　
Ａ
　
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
ま
ず
相
続
権

は
配
偶
者
と
第
一
に
子
ど
も
、
第
二
に
直
系
尊

属
（
親
・
祖
父
母
）、
第
三
に
兄
弟
姉
妹
の
順

に
移
り
ま
す
。
叔
父
さ
ま
が
亡
く
な
っ
た
時
に

子
ど
も
が
な
く
、
親
が
す
で
に
他
界
し
て
い
た

な
っ
て
い
る
場
合
は
代
襲
相
続
と
い
っ
て
、
甥お

い

姪め
い

が
そ
の
兄
弟
姉
妹
の
代
わ
り
に
相
続
人
に
な

り
ま
す
。
銀
行
が
相
続
人
を
調
査
し
、
１
年
後

に
請
求
が
来
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
あ
な
た
は
、
叔
父
さ
ま
が
亡
く
な
っ
た
こ
と

も
借
金
の
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
「
自
分

が
相
続
人
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
か
ら
３
カ
月

以
内
」
に
裁
判
所
に
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
と
き
、
裁
判
所
に
提
出
す
る

た
め
に
銀
行
か
ら
の
通
知
書
は
捨
て
ず
に
と
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
相
続
放
棄
を
し
た
い
の
で

あ
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
早
く
に
家
庭
裁
判
所
に

申
し
立
て
て
く
だ
さ
い
。書
類
の
作
成
方
法
や
、

必
要
書
類
の
取
得
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
Ｑ
　
Ａ
銀
行
か
ら
手
紙
が
届
き
、
１
年
前

に
死
ん
だ
叔
父
に
１
０
０
万
円
の
債
務
が
あ

る
と
の
こ
と
。私
の
両
親
は
他
界
し
て
お
り
、

叔
父
に
は
数
十
年
会
っ
て
お
ら
ず
、
死
ん
だ

こ
と
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
借
金
は

支
払
う
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

小
山
明
子
司
法
書
士

場
合
は
、
兄
弟

姉
妹
が
相
続
人

に
な
り
ま
す

が
、
あ
な
た
の

よ
う
に
、
ご
両

親
が
先
に
亡
く

                     

　
Ａ
　「
将
来
お
墓
を
継
ぐ
人
が
い
な
い
」
と

い
う
場
合
、
弊
社
で
は
①
海
洋
散
骨
②
永
代
供

養
付
き
納
骨
堂
③
合ご

う

祀し

墓
を
提
案
し
ま
す
。

　
①
は
お
墓
を
持
た
な
い
と
い
う
選
択
で
す
。

遺
骨
を
粉
末
状
に
し
て
海
に
返
す
自
然
葬
の
一

つ
で
、
利
用
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
故
人
を
偲し

の

ぶ
際
の
「
よ
す
が
」
を
残
す
た
め
、
手
元
で
少

定
期
間
が
過
ぎ
る
と
合
祀
し
、
永
代
供
養
さ
れ

ま
す
。
納
骨
堂
の
区
画
で
納
骨
可
能
な
人
数
が

異
な
る
の
で
必
要
な
人
数
分
の
納
骨
が
で
き
る

か
を
確
認
し
た
上
で
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
③
は
、遺
骨
を
ほ
か
の
方
と
一
緒
に
埋
葬
し
、

永
代
供
養
し
て
も
ら
う
お
墓
で
す
。
一
度
納
骨

を
し
て
し
ま
う
と
取
り
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
納
骨
堂
に
比
べ
る
と
、
費
用
は
抑
え
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
先
祖
供
養
の
方
法
を
見
直
し
、
墓
石
を
取
り

払
っ
て
整
備
し
、
お
寺
や
霊
園
に
返
還
す
る

〝
墓
じ
ま
い
〟
も
増
え
て
い
ま
す
。
費
用
は
利
用

者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
墓
石
店
な

ど
に
目
安
を
尋
ね
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
Ｑ
　
夫
婦
２
人
で
子
ど
も
は
い
ま
せ
ん
。

お
墓
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
場

合
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

量
の
遺
骨
を
守
る

手
元
供
養
も
併
せ

て
行
う
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
②
は
個
別
の
墓

石
を
設
け
な
い
形

で
、
納
骨
後
、
一

水
田
明
彦
１
級
葬
祭

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

「
家
族
葬
の
セ
レ
モ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
」

厚
生
労
働
省
認
定

１
級
葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
水
田
明
彦

川
崎
区
田
島
町

の
９

☎
０
４
４
（
３
６
６
）
０
５
２
５

                     

鑑定士：文月 紫里羅（ふづき しりら）

070（1391）8777

ゆっくりで構わない。真っすぐな
気持ちで進む時。周りのスピード
に焦らない。あなたのスピードを
見つけて無理はしない。引き立て
もある。勢いに油断しないこと

五
黄
土
星

新たな気持ちで一歩踏み出す時。
過去の出来事やトラウマに支配さ
れない。それは自分には関係のな
いこと。気にかけなくて良い。思
い切って背を向けることも必要

九
紫
火
星

四
緑
木
星

全てに力を発揮できる時。不安や
悩みは感じにくい。何をすべきか
分かっている。それ以上にうまく
やろうと考えなくてよい。問題を
自分で作り出す必要はない

時間かけて育んでいく時。面倒な
ことや厄介なことにいら立ちを感じ
る。必ず克服できると与えられた
課題。すぐに結果が出なくても耐
えることで希望の光を見いだせる

八
白
土
星

三
碧
木
星

排除しなければならない事柄や相
手がいる。決断の時。時を選ぶ。
機が熟したと感じたら実行する。
誰かが何とかはしてくれない。自
分自身で軽やかに対処すること

そのままを続ける時。それを実現
させるのだという意志は変えない
でね。新規の事や方針転換は運気
低迷のキッカケとなってしまう。
あなたの芯を保つことが大事

七
赤
金
星

二
黒
土
星

順調に物事が運ぶ時。周りに振り
回されて優柔不断にならないこと
が大切。何を守って何を大事にし
ていくのか。多少の問題があって
も自分のやり方を見失わない

六
白
金
星

自分勝手な動きは控える時。むき
になってはダメ。大事にしていた
ものを失ってしまうからね。努力
をムダにしない。意識して人の意
見に耳を傾けることを心掛ける

一
白
水
星

しかるべき流れに身を任せる時。
全て必要なことが起きている。保
身ばかりを優先していると小さく
まとまってしまう。身内びいきに
ならないでね。公平無私が大事

※次回の掲載は2月3日付

【一白水星】  昭和２・１１・２０・２９・３８・４７・５６　平成２・１１・２０・２９
【二黒土星】  昭和元・１０・１９・２８・３７・４６・５５　平成元・１０・１９・２８
【三碧木星】  大正１４　昭和９・１８・２７・３６・４５・５４・６３　平成９・１８・２７
【四緑木星】  大正１３　昭和８・１７・２６・３５・４４・５３・６２　平成８・１７・２６　令和５
【五黄土星】  大正１２　昭和７・１６・２５・３４・４３・５２・６１　平成７・１６・２５　令和４
【六白金星】  大正１１　昭和６・１５・２４・３３・４２・５１・６０　平成６・１５・２４　令和３
【七赤金星】  大正１０　昭和５・１４・２３・３２・４１・５０・５９　平成５・１４・２３　令和２
【八白土星】  大正９　昭和４・１３・２２・３１・４０・４９・５８　　平成４・１３・２２・３１（令和元）
【九紫火星】  大正８　昭和３・１２・２１・３０・３９・４８・５７　  平成３・１２・２１・３０

１月１日～２月３日に生まれた人は前年生まれ

九星易占い１月27日～２月2日

                     



                     

                     

                     

                     



                     

                     

                     

①薄力粉とベーキングパウダーを合わせて
振るう
②❶にてんさい糖・塩を混ぜ、水を加えて混
ぜ合わせる
③❷にチーズを加え、混ぜ合わせる
④アルミカップに入れ１５分～２０分蒸す
☆生地に油を少し加えるとふっくら仕上がる

ひかり幼稚園（川崎区・幸区）の
人気給食メニューを紹介

　チーズに含まれるカルシウムは骨の成長に
欠かせません。育ち盛りの子どもには大切な栄
養素。吸収が良くなるようにビタミンD を含む
サケやレバー、シイタケを一緒に取ることが大
切です。またビタミンＤは日光を浴びると体内
で作り出すことができるため、外で元気に遊ぶ
ことも大切です。家にこもるのではなく太陽の
光を浴びてたくさん遊びましょう！チーズ蒸しパン（卵不使用）

薄力粉 　130ｇ
ベーキングパウダー  5.5ｇ
てんさい糖　 50ｇ
（砂糖でも可）

つ
く
り
か
た

材
料

（
大
人
４
人
分
）TODAY’S

おうちごはん

塩　  ひとつまみ
水　　　 110 cc　
刻んだ固形チー
ズ　　　　 65ｇ

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

                     

TODAY読者が選ぶ「グルメ企画」

投稿大募集！！

採用された人の中から抽選で３人に

QUOカード500円分をプレゼント!!
詳しくは
こちら！

第５回のテーマは「ラーメン」

おすすめの
ラーメンを

教えてください!

                     

空間は日々の気持ちに大きく
影響します。お店や写真を見
て、「自分の部屋に合いそう！」
と楽しんでいくことを続ける
とセンスが磨かれて
いきます。

一言アドバイス（コンテデザイン山田隆俊さん）

　
春
か
ら
の
新
生
活
を
お
し
ゃ
れ

な
部
屋
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
？
　

高
津
区
で
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
手

掛
け
る
「
コ
ン
テ
デ
ザ
イ
ン
」
の

Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
山
田
隆
俊
さ
ん
に
、
快
適
で

お
し
ゃ
れ
な
部
屋
作
り
に
つ
い
て

聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
◇

①
自
分
の
好
み
を
知
る

　
ど
ん
な
部
屋
に
し
た
い
の
か
、

雑
誌
、
ネ
ッ
ト
な
ど
を
参
考
に
、

自
分
の
好
み
を
分
析
し
ま
す
。

②
素
材
や
色
を
絞
る

　
木
を
基
調
に
す
る
の
か
、
モ
ノ

ト
ー
ン
に
す
る
の
か
な
ど
を
決
定

し
ま
す
。
で
き
れ
ば
木
の
色
の

ト
ー
ン
ま
で
そ
ろ
え
ら
れ
る
と
良

い
。
カ
ー
テ
ン
、
ラ
グ
、
食
器
も

同
系
色
を
意
識
し
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
物
を
置
く
と
要
素
は
増
え
る

ば
か
り
。あ
ま
り
欲
張
ら
な
い
で
。

③
照
明
は
電
球
色
に
、
そ
し
て
い

ろ
い
ろ
な
場
所
に

　
白
い
色
の
照
明
よ
り
電
球
色
の

方
が
落
ち
着
い
た
印
象
を
与
え
ま

す
。
家
具
の
上
、
床
な
ど
に
ス
タ

ン
ド
を
置
き
光
源
に
す
る
と
雰
囲

気
が
が
ら
り
と
変
わ
り
ま
す
。

④
家
具
は
低
め
に

　
目
線
が
下
が
り
、
余
白
の
広
が

り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

⑤
好
き
な
物
を
集
め
た
ゾ
ー
ン
を

　

１
カ
所
、
自
分
の
好
き
な

物
を
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
す
る

場
所
を
設
け
ま
す
。
こ
こ

を
見
る
と
日
々
の
テ
ン

シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
す
。

「
お
し
ゃ
れ
な
部
屋
で
新
生
活
を
送
り
た
い
！
」

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
聞
い
て
み
た

好
き
な
も
の
を
自
由
に
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

す
る
空
間
。
「
何
か
を
主
役
に
決
め
、

そ
れ
に
合
わ
せ
た
物
を
飾
る
と
う
ま
く

い
き
ま
す
」

素材や色を合わせ、統一感を持たせたリビングダイニング。
「今後、何かを購入する時は、『部屋に合うかな』と一度、考えましょう。
壁に絵を飾る時は、左右の余白（面積）が同じになるようにします」

コンテデザインの
詳細はQRコードから

                     

投
票
な
ど
に
よ
っ
て
優
秀
店
舗
を

決
定
す
る
と
い
う
も
の
。
１
回
目

で
あ
る「
飲
食
店
の
自
慢
の
一
品
」

で
は
、
昨
年
秋
に
募
集
し
た
と
こ

ろ
56
店
舗
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し

た
。
一
次
投
票
（
総
数
２
６
２
１

件
）
で
一
般
部
門
（
開
業
３
年
超

え
）
５
店
、
創
業
部
門
（
開
業
３

年
以
内
）
５
店
を
選
出
。
二
次
投

票
（
同
１
３
２
０
件
）
や
料
理
研

究
家
に
よ
る
実
食
審
査
、
市
に
よ

　
川
崎
市
は
、
市
内
の
飲
食
店
か

ら
自
慢
の
一
品
〝
推
し
メ
シ
〟
を

募
集
し
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め

る
「
か
わ
さ
き
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
　

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
　
＃
か
わ
さ
き
推
し

メ
シ
」
を
実
施
。
グ
ラ
ン
プ
リ
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　「
か
わ
さ
き
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
　

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
」
は
市
内
の
意
欲
あ

る
商
業
者
ら
の
認
知
度
向
上
や
Ｐ

Ｒ
を
目
的
に
、
市
民
ら
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

る
衛
生
管
理
や
接
客
な
ど
の
実
地

審
査
を
経
て
決
定
し
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ン
プ
リ
は
一
般
部
門
が

「
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
　
ラ
・
ポ
ル
テ
」

（
高
津
区
）
の「
信
州
サ
ー
モ
ン
と

北
海
ず
わ
い
蟹
　
彩
野
菜
の
ケ
ー

キ
仕
立
て
」（
１
８
７
０
円
）。「
川

崎
出
身
な
の
で
、
自
分
の
料
理
が

地
元
を
盛
り
上
げ
る
一
品
に
な
れ

ば
と
思
い
と
応
募
し
た
」
と
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
の
片
岡
竜
也
さ
ん
。

創
業
部
門
は
「
溝
ノ
口
カ
レ
ー
」

（
高
津
区
）
の
「
２
種
の
あ
い
が

け
カ
レ
ー
」（
１
１
０
０
円
）。
店

長
の
平
澤
舞
子
さ
ん
は
「
多
く
の

お
客
さ
ま
に
応
援
さ
れ
て
こ
こ
ま

で
来
た
。
感
謝
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。
準
グ
ラ
ン
プ
リ
も
含

め
た
全
て
の
〝
推
し
メ
シ
〟
は
市

の
Ｈ
Ｐ
で
見
ら
れ
ま
す
。

市民投票などでグランプリメニュー決定！
昨秋、市内飲食店から〝推しメシ〟を募集

ニュース

信州サーモンと北海ずわい蟹　
彩野菜のケーキ仕立て

２種のあいがけカレー

                     

川崎大師 平間寺

御朱印だより

く
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
御
朱
印
は
、
必
ず
参
拝
を
し

て
受
け
ま
す
（
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
本
尊
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
の

で
大
切
に
扱
い
ま
し
ょ
う
。

■
御
朱
印
の
受
け
方
　

　
受
付
で
御
朱
印
帳
を
預
け
て
御

朱
印
を
も
ら
い
ま
す
。
混
雑
状
況

な
ど
に
よ
り
御
朱
印
帳
を
預
け
、

番
号
札
を
受
け
取
り
、
順
番
を
待

つ
こ
と
も
あ
る
の
で
、
名
前
や
連

絡
先
を
書
い
て
お
く
よ
う
に
し
た

ほ
う
が
い
い
で
す
。

　
御
朱
印
が
欲
し
い
ペ
ー
ジ
の
希

望
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、
そ
の
ペ

ー
ジ
を
開
い
て
渡
す
と
ス
ム
ー
ズ

で
す
。
栞

し
お
り

や
寺
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
挟
ん
で
い
る
人
は
、
抜
い
て

お
い
た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　
初
回
は
川
崎
大
師
平
間
寺
。
大

本
堂
、
不
動
堂
、
薬
師
殿
、
自
動

車
交
通
安
全
祈
祷
殿
の
４
カ
所
で

そ
れ
ぞ
れ
別
の
御
朱
印
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
御
朱
印
マ
ッ
プ
も
配
布

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
見

な
が
ら
お
参
り
し
て
み
て
は
。
今

年
は
１
年
間
限
定
で
「
弘
法
大
師

ご
誕
生
１
２
５
０
年
」
の
記
念
押

印
が
あ
り
ま
す
。
川
崎
大
師
で
の

御
朱
印
の
受
け
方
な
ど
を
聞
き
ま

し
た
（
寺
社
に
よ
り
受

付
方
法
や
対
応
が
異
な

り
ま
す
）。

■
御
朱
印
と
は
　

　
も
と
も
と
写
経
を
納

め
た
（
納
経
）
証
し
と

し
て
受
け
る
も
の
。
今

で
は〝
参
拝
し
た
証
し
〞

と
し
て
受
け
る
人
が
多

　
じ
わ
り
ブ
ー
ム
が
続
く
御
朱
印

集
め
。
市
内
の
寺
社
の
御
朱
印
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 【住所】  川崎区大師町４の48

【電話】  ０４４（２６６）３４２０
【受付時間】 午前９時～午後４時
【御朱印代】 ３００円

　
　
　
　
　
　
◇
　

　
寺
社
に
よ
っ
て
は
書
き
置
き
の

場
合
も
あ
り
ま
す
。
川
崎
大
師
で

は
お
参
り
の
際
に
御
朱
印
帳
を
忘

れ
た
場
合
な
ど
、
書
き
置
き
の
紙

で
の
対
応
も
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　
中
に
は
参
拝
す
る
た
び
に
受
け

る
人
や
、
宗
派
に
よ
っ
て
御
朱
印

帳
を
分
け
て
い
る
人
も
い
る
そ
う

で
す
。

大
本
堂
の
御
朱
印

川崎大師大本堂



                     

                     

                     

　黒毛和牛を使った総菜の専門店。メンチやお弁
当を販売しています。看板商品のコンビーフは熱々
ご飯にのせ、わさびじょうゆをかけてどうぞ。コロッ
ケは、タネに牛脂を合わせることで、しっとりなめら
かに。毎月２９日は１個１００円で販売します（限定
６００個。１人８個まで）。

読者からのWEB投稿を頼りに、川崎エリアの飲食店を紹介する「グルメ企画」。
今回のテーマは「コロッケ」。読者のみなさんから寄せられたコメントと共に紹介します!!

おいしい「コロッケ」のお店発表読者が
選んだ

【住所】 川崎区渡田向町１４の４
（バス停・渡田三丁目から徒歩約１分）
【 電 話 】 ☎０４４（２４６）２９１４
【営業時間】 午前１０時～午後８時
【定休日】 日曜、祝日

店
舗
情
報

【住所】 幸区堀川町７２の１
ラゾーナ川崎プラザ１階  グラン・フード内
【 電 話 】 ☎０４４（２００）４１８９
【営業時間】 午前１０時～午後９時
【定休日】 ラゾーナ川崎プラザに準ずる

店
舗
情
報

店長
廣瀬栄二さん

肉の子安商店

黒毛和牛腰塚 ラゾーナ川崎プラザ店

コロッケ（１個１００円）

黒毛和牛
１００％コロッケ
（１個２００円）

「黒毛和牛１００％コロッケ」がお薦め。下味がしっかりしているので、ソースなしでもおいしいです。
私はこの味付けにハマりました！価格も１個２００円と、とってもお手頃です。 ＲのＫｉｎｇさん（女性）

　創業から５０年以上続く、国産品にこだわった精
肉店です。お肉や総菜のほか野菜も販売しています。
創業時から地元の皆さまに親しまれてきたコロッケ
は、１日４００～５００個売れる人気商品。毎週金曜、
土曜は５個で４５０円とお得に。めんつゆなどで甘辛
く煮て、卵とじ丼にしてもおいしいですよ！

サクサクの衣とジャガイモ、玉ねぎ、ひき肉のハーモニーが最高。わが家では、食パンに子安商店のコロッケ、
キャベツの千切りを挟み、「コロッケサンド」にして楽しんでいます。　 わたりどりかもめさん（女性）

社長
小幡隆之さん

コロッケ５個
４５０円

月～木曜もコロッケ５個で４５０円に。
１枚で１人１回限り。売り切れの場合は
利用不可。他サービスとの併用不可。

切
り
取
り

Ｔ

有効期限  2023年2月28日（火）まで

お得なクーポン
肉の子安商店

コロッケ
１個サービス！
３００円以上購入でコロッケ１個サービス。
１枚で１人１回限り。売り切れの場合は
利用不可。他サービスとの併用不可。

切
り
取
り

Ｔ

有効期限  2023年2月１５日（水）まで

お得なクーポン
黒毛和牛腰塚 ラゾーナ川崎プラザ店

                     



                     

                     

                     

                     

JR川崎駅西口から徒歩約５分
（ソリッドスクエア東館１階）フリーコールスーパー (0120 )128349 こちらのQRコードから

事前申し込みも可能です
午前９時～午後６時（土・日曜、祝日を除く）
ＦＡＸ ０４４（５４３）６２２７

宅建業免許番号：国土交通大臣免許（15）第540号
建築業許可番号：国土交通大臣許可（特・般-2）第5295号問い合わせ

積水ハウス川崎シャーメゾン支店
川崎市幸区堀川町５８０
ソリッドスクエア東館１階

会場 ２月11日（土・祝） 午前10時～午後３時40分。
【時間枠】
①午前10時～10時40分
②11時～11時40分
③午後１時～１時40分
④２時～２時40分
⑤ ３時～３時40分
相談時間は１組あたり約40分。
申し込みは２月６日（月）まで。
定員になり次第締め切り
無料
※個別の申告、申告書作成などの
　相談は受けられません

日時

参加費

積水ハウス 川崎シャーメゾン支店

〈プロフィル〉　１９６２（昭和３７）年生まれ・川崎市出身
平成５年　司法書士登録　神奈川第７４２号
同１５年　簡裁訴訟代理関係業務認定　第１０２０７０号

　司法書士としての業務歴は３０年以上。法務省司法書士試験考
査委員、横浜ひかりライオンズクラブ会長など多方面で活躍。平
成２３年から同２５年、令和３年から現在まで神奈川県司法書士
会副会長・企画部長を務める。モットーは「相談者一人一人の悩
みに寄り添い、共に解決する〝良き伴走者（ＣｏーＲｕｎｎｅｒ）〟と
なること」。

川崎市中原区木月２‒１８-６  メゾン住吉２０２
☎０４４（４３５）８８３５

中井 浩一さん相談員
司法書士 中井浩一事務所 代表

司法書士　中井浩一事務所

　
相
続
や
遺
言
は
、
複
雑
で
分
か
り

に
く
い
内
容
が
多
い
た
め
、
手
続
き

や
金
銭
面
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
心
配
事

が
付
き
ま
と
い
ま
す
。
そ
う
感
じ
た

ら
後
回
し
せ
ず
に
、
早
め
に
解
消
し

た
い
も
の
。
例
え
ば
、
こ
ん
な
悩
み

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

■
財
産
を
託
し
た
い
家
族
が
い
る
た

め
自
筆
証
書
遺
言
を
作
成
し
て
み
た

が
、
落
ち
度
が
な
い
か
不
安
だ

■
判
断
能
力
が
衰
え
た
場
合
、
実
子

で
も
親
名
義
の
不
動
産
の
名
義
変
更

に
伴
う
売
却
や
運
用
は
難
し
い
と
聞

い
た
。
対
策
は
な
い
か

■
資
産
が
多
く
、
相
続
対
策
に
数
年

か
か
る
見
込
み
だ
。
そ
の
間
に
認
知

症
に
な
ら
な
い
か
心
配
だ

■
遺
産
相
続
に
不
安
は
あ
る
が
、「
具

体
的
な
相
談
内
容
」
や
「
誰
に
、
い

つ
ご
ろ
相
談
す
れ
ば
い
い
の
か
」
が

分
か
ら
な
い

　
積
水
ハ
ウ
ス
川
崎
シ
ャ
ー
メ
ゾ
ン

支
店
で
は
、「
司
法
書
士
中
井
浩
一

事
務
所
」
の
代
表
で
、
業
務
歴
30
年

以
上
の
司
法
書
士
、
中
井
浩
一
さ
ん

を
相
談
員
に
招
き
、
相
続
や
遺
言
な

ど
に
関
す
る
無
料
個
別
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
会
場
は
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
北
口
か
ら
徒

歩
約
５
分
、
ソ
リ
ッ
ド
ス
ク
エ
ア
に

あ
る
同
支
店
。
財
産
を
誰
に
、
い
く

ら
残
す
か
は
一
生
に
一
度
き
り
の
こ

と
で
あ
り
、
人
生
の
締
め
く
く
り
と

し
て
の
大
仕
事
で
す
。
専
門
家
で
あ

る
司
法
書
士
に
相
談
し
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
み
て
は
。

積水ハウス 川崎シャーメゾン支店主催

司法書士に個別で相談できるチャンスです（写真はイメージ）

　
積
水
ハ
ウ
ス
川
崎
シ
ャ
ー
メ

ゾ
ン
支
店
で
は
２
月
11
日
（
土
・

祝
）
、
司
法
書
士
に
よ
る
個
別

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
40
分
。
参
加

無
料
。
完
全
予
約
制
。

２月11日（土・祝）
司法書士による無料個別相談会
不安は早めに解消し〝思い〟をかなえる相続・遺言を

先着５組

                     


